
公認内部監査人(CIA)
Part I／第6回

※アビタスCIA本講座講義資料のため、MUFG CIA受験対策講座の実施回と異なります。





リスク
脅威

機会





役員が全員親族、クレーム等



IR: 経営環境に関連するリスク、勘定そのものに内在するリスク
Gross Riskとも言われる。

RR: 正味リスク(Net Risk)とも言われる







リスク管理





＄ ％

パフォーマンス（成果物）の許容可能な差異















RMの監視

RMの最終責任

RMプロセスの評価



内部監査機能の支援と監視



QA＆IPの結果

取締役
会と
CAEの
支援







RM自体を、企業の戦略や行動と整合させるべき









成果物の品質の変動







RMに対する社風、価値観の形成

ERMの実行



Takeしたリスクやパフォーマンスのレビュー



取締役会の監視・監督

行動規範の設定

社員の管理・育成

Key Point

ERMの実行



Takeしたリスク、成果物のレビュー

ERPパッケージの活用・導入









リスク評価







何もしない

やめる

Key Point



リスクテイク

％や＄を
下げる

第３者に移し替える、
シェアする









証拠の収集





IC(内部統制)

固有リスク

残余リスク



リスク許容度(Risk Tolerance)

ターゲット リスク許容度(Risk Tolerance)

レストランの宅配サービス 40分以内の配達 30分～50分の配達時間

コールセンターの不在着信

の最小化
着信全体の2％ 着信全体の1%～5%



ERM

リスクインベントリー
組織体に影響を与えうる全てのリスクを書き出し

たもの

リスクプロファイル
組織が現時点で保有しているリスクの種類や量



ERM

組織が許容できるリスクの最大量

リスクキャパシティ



各リスクの関係性

リスクキャパシティ

リスクアピタイト

リスクプロファイル



原則14：ポートフォリオの視点を策定する

各部門長や事業部長が、各目標に関連するリ

スク評価を行う。それを経営者および取締役会が、

ポートフォリオの視点（すなわち組織体全体の視

点）によって、リスクの種類、重要度および相互関係

を考慮する。

例：
ある事業部長は、新製品開発に必要な技術を入手するためのある企業買収案件はリスクが

大きすぎる、と判断している。しかし全社レベル、すなわち組織体のリスクを、ポートフォリオ

の視点でみるCEOとCFOは、組織体全体ベースではリスクは許容範囲とみなして、その企業

買収をすべき、という判断をする。



ERMが有効であるとは・・・

５つの構成要素が存在する

20の原則が機能する



本日の論点

◆ リスクやRMについて

◆ RMに係わる役割

Chapter 5

◎ 1, 2, 8, 11 

◆ COSO-ERM

◆ ISO31000
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